

授業名称： 地理空間情報関連の個人情報保護等
シ　ラ　バ　ス

概要：

本講義では、地理空間情報関連の個人情報保護等についてとりあげる。高齢者や障害者に関する機微情報を取り扱ったり、個人宅への訪問業務を伴う介護・福祉分野において、その際に発生しうる個人情報保護などの問題及びそれに対処するための基本的な考え方について集中的に学ぶ。

学習目標：

・介護・福祉業務（特に、災害時連携、訪問業務の高度化・効率化等）において、地理空間情報の提供・流通を進める際に発生しうる個人情報保護などの課題及びそれに対処するための基本的な考え方について理解する。
受講対象：

①地方公共団体等で介護・福祉業務に従事している者

②情報部門でGISの導入・利活用推進を担当している者

③防災部門で高齢者等の要援護者向け災害対策を担当している者

④まちづくり部門で福祉関連施設の整備等で福祉部門との連携が必要な者

⑤その他、地方公共団体におけるGISの活用に関心のある者
教育手法：

講義
担当講師及び講師の必要要件：

各種ガイドラインを実際に適用した実例、地理空間情報を高度に活用した事例、手法についても知識を保有している者。なお、政府における検討状況及び国、地方公共団体における実務の実態を把握していることが望ましい。
参考資料：

(1)地理空間情報の活用における個人情報の取り扱いに関するガイドライン、地理空間情報の二次利用促進に関するガイドライン（地理空間情報活用推進会議）
http://www.mlit.go.jp/report/press/kokudo08_hh_000022.html
(2)地方公共団体における地理空間情報活用の手引き（国土交通省）

http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/gis/gis/gis_kyoku_tebiki.html
(3)各都道府県が作成する高齢者保健福祉計画資料（例：東京都）
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kourei/shisaku/koureisyakeikaku/05keikaku2426/05keikakupdf.html
(4)地理空間情報活用推進基本法
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H19/H19HO063.html
(5)地理空間情報活用推進基本計画（国土交通省）
http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha08/02/020414/01.pdf
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